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9-i :!=l･tn･--2-i (NM-n."i=1,rn-･2) (1)
で与えられる｡ここで､n,mはリー ド線中のモードを表す｡.また､f叩 ､r叩 ､NMはそれぞれ透過振幅､
反射振幅及び全モー ド数である｡AAS振動は､後方散乱された軌道同士の干渉効果により生じるので､
反射振幅
rn,- - 3叩 -ih柘 /dy/dy'*:(y′)O-(y)a(y′,y7EF) (2)
のみについて考える｡ここで､vm(vn)､車m(車n)はリー ド線内の電子の横方向(リー ドに垂直な方向)の
速度及び波動関数で､Gは遅延グリー ン関数である.まず､グリー ン関数を､半古典グリー ン関数
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また､規則系の場合は､
C(△¢)-C(0)cos(2打慧)
･･2n!lF(p一芸,β･;;一g)C車 e)12
)
(ll)
1.2n!lF(p一言,β･妄;一芸)
, (12)
となることがわかった｡どちらの場合も自己相関関数は､¢Oの関数として周期的に振動している｡そし
て､カオス系と規則系の滞在時間分布の違いが､自己相関関数の高調波成分の違いとして反映されてい
ることがわかる｡
4 まとめ
バリスティックなABビリヤードにおけるAB効果と量子カオスの関係を概観してきた｡ABビリヤー
ドの磁気コンダクタンスには､AB振動とAAS振動が現れ､ビリヤード中を運動する古典粒子のカオス
性の違いが高調波成分の寄与の度合いに顕著に反映されることが明らかとなった｡このように､AB効
果の中にカオスの痕跡を捕らえることが可能であるということは非常に興味深いことであり､今後実験
的に検証されることが期待される｡
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